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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
三
百
四
十
三
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条

第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
更
新
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
１
　
鳥
獣
保
護
区
の
名
称

信
玄
堤
鳥
獣
保
護
区

２
　
鳥
獣
保
護
区
の
区
域

甲
斐
市
竜
王
地
内
の
国
道
二
十
号
と
高
岩
頭
首
工
（
竜
王
用
水
取
水
堰せ
き

）
管
理
用
道
路
と
の
接

点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
進
し
甲
斐
市
道
西
山
新
町
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
市
道
を
南
進
し
甲
斐
市
道
三
社
神
社
宮
ノ
前
新
道
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市

道
を
南
進
し
竜
王
用
水
高
岩
沈
砂
池
と
の
接
点
（
み
ゆ
き
橋
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沈
砂
池
を

南
進
し
同
用
水
一
番
堰
と
二
番
堰
と
の
分
岐
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
用
水
二
番
堰
を
南
進
し
同

用
水
二
番
堰
と
三
番
堰
と
の
分
岐
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
用
水
三
番
堰
を
南
進
し
甲
斐
市
道
上

八
幡
実
元
橋
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
県
道
百
十
六
号
（
臼
井
阿
原
竜

王
線
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
西
に
直
進
し
釜
無
川
を
渡
り
同
川
右
岸
堤
防
と
の
接
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
堤
防
を
北
進
し
南
ア
ル
プ
ス
市
上
高
砂
・
同
市
下
高
砂
境
界
線
と
の
接
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
東
に
進
み
釜
無
川
右
岸
堤
防
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

堤
防
を
北
進
し
高
岩
頭
首
工
の
延
長
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
線
を
東
進
し
高
岩
頭
首

工
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
頭
首
工
を
東
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
鳥
獣
保
護
区
の
面
積

百
三
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

５
　
鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

（一）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

（二）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

四
百
数
十
年
の
歴
史
を
持
つ
信
玄
堤
の
周
辺
の
区
域
に
は
、
当
時
植
え
ら
れ
た
ケ
ヤ
キ
及
び

エ
ノ
キ
の
大
木
が
林
立
し
て
お
り
、
釜
無
川
左
岸
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
森
林
公
園
及
び
ス
ポ

ー
ツ
公
園
が
整
備
さ
れ
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
イ
ロ
ハ
カ
エ
デ
、
サ
ツ
キ
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ

等
の
植
栽
も
な
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
。

当
該
区
域
に
は
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
ホ
オ
ジ
ロ
、
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
、
キ
ジ
バ
ト
等
の
里
山
の
鳥

類
が
生
息
し
、
ま
た
、
ケ
ヤ
キ
の
大
木
で
は
ア
オ
バ
ズ
ク
等
の
フ
ク
ロ
ウ
類
の
繁
殖
も
確
認
さ

れ
て
お
り
、
鳥
類
の
良
好
な
ね
ぐ
ら
、
越
冬
地
に
も
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
釜
無
川
河
川
敷
に

は
、
イ
ソ
シ
ギ
、
タ
カ
ブ
シ
ギ
、
コ
チ
ド
リ
等
の
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
、
カ
ル
ガ
モ
、
マ
ガ
モ
等

の
カ
モ
類
も
生
息
し
て
い
る
。

哺
乳
類
に
つ
い
て
は
、
個
体
数
は
少
な
い
も
の
の
キ
ツ
ネ
、
イ
タ
チ
等
の
生
息
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
当
該
区
域
は
河
川
、
河
川
敷
、
ケ
ヤ
キ
の
大
木
の
林
等
、
各
種
の
異
な
っ
た
特
色
あ

る
環
境
が
一
体
と
な
り
特
に
鳥
類
に
と
っ
て
良
好
な
生
息
環
境
を
形
成
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
区
域
を
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
す
る
こ
と
で
、鳥
獣
の
保
護
を
図
る
と
と
も
に
、

野
鳥
を
誘
致
し
、
野
鳥
と
身
近
に
触
れ
合
え
る
環
境
の
整
備
を
図
り
、
も
っ
て
愛
鳥
思
想
の
普

及
啓
発
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

（三）

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

a

定
期
的
に
巡
視
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
静
謐ひ
つ

な
環
境
の
保
持
を
図
り
、
鳥
獣
の
安
定
的
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な
生
息
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

s

当
該
区
域
の
鳥
獣
生
息
地
の
環
境
を
適
切
に
保
持
し
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
に
著
し
い
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

d

鳥
獣
の
生
息
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
場
及
び
環
境
教
育
・
学
習
　

の
場
と
し
て
活
用
を
図
る
。

二
１
　
鳥
獣
保
護
区
の
名
称

白
須
鳥
獣
保
護
区

２
　
鳥
獣
保
護
区
の
区
域
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
杜
市
白
州
町
地
内
の
釜
無
川
と
神
宮
川
と
の
合
流
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
神
宮
川
を
西

進
し
市
営
林
道
雨
乞
・
尾
白
川
線
と
の
交
点
（
神
宮
大
橋
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
東

に
進
み
松
山
沢
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
南
東
及
び
北
東
に
進
み
釜
無
川
右
岸
と

の
合
流
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
南
東
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
鳥
獣
保
護
区
の
面
積

二
百
九
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

５
　
鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

（一）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

（二）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
区
域
の
中
心
に
位
置
す
る
サ
ン
ト
リ
ー
白
州
蒸
留
所
は
、
古
く
か
ら
バ
ー
ド
サ
ン
ク
チ

ュ
ア
リ
ー
と
し
て
野
鳥
保
護
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
敷
地
内
に
は
野
鳥
の
採
餌じ

木
等
の
植

栽
が
な
さ
れ
、
巣
箱
、
給
餌
台
、
水
場
等
が
設
置
さ
れ
る
等
鳥
類
の
生
息
に
適
し
た
環
境
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

敷
地
内
の
ア
カ
マ
ツ
、
ク
ヌ
ギ
及
び
コ
ナ
ラ
の
広
大
な
自
然
林
で
は
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
ヤ

マ
ガ
ラ
、
メ
ジ
ロ
、
エ
ナ
ガ
等
の
鳥
類
の
他
に
、
特
に
コ
ゲ
ラ
、
ア
カ
ゲ
ラ
等
の
樹
林
地
を
好

む
キ
ツ
ツ
キ
類
が
多
く
生
息
し
て
い
る
。

哺
乳
類
で
は
、
キ
ツ
ネ
、
テ
ン
、
ホ
ン
ド
リ
ス
、
ア
カ
ネ
ズ
ミ
、
ヒ
メ
ネ
ズ
ミ
等
の
生
息
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
区
域
を
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
す
る
こ
と
で
、
サ
ン
ト
リ
ー
白
州
蒸
留
所
の
野

鳥
保
護
活
動
を
支
援
し
、
そ
れ
に
よ
り
野
鳥
と
身
近
に
触
れ
合
え
る
環
境
の
整
備
を
促
進
す
る

と
と
も
に
愛
鳥
思
想
の
普
及
啓
発
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

（三）

野
鳥
保
護
区
の
管
理
方
針

a

定
期
的
に
巡
視
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
静
謐
な
環
境
の
保
持
を
図
り
、
鳥
獣
の
安
定
的

な
生
息
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

s

当
該
区
域
の
鳥
獣
生
息
地
の
環
境
を
適
切
に
保
持
し
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
に
著
し
い
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

d

鳥
獣
の
生
息
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
場
及
び
環
境
教
育
・
学
習

の
場
と
し
て
活
用
を
図
る
。

三
１
　
鳥
獣
保
護
区
の
名
称

県
立
八
ヶ
岳
少
年
自
然
の
家
鳥
獣
保
護
区

２
　
鳥
獣
保
護
区
の
区
域

北
杜
市
高
根
町
念
場
原
地
内
の
市
道
朝
日
ケ
丘
中
線
と
市
道
朝
日
ケ
丘
上
線
と
の
接
点
を
起
点

と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
市
道
下
念
場
朝
日
ケ
丘
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

市
道
を
北
進
し
市
道
清
泉
寮
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
に
進
み
沢
と
の
交

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
南
東
に
進
み
小
深
沢
川
と
の
合
流
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を

南
東
に
進
み
国
道
百
四
十
一
号
と
の
接
点
（
清
里
大
橋
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
約
二
百

五
十
メ
ー
ト
ル
南
進
し
農
道
高
根
清
里
二
十
八
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
西

進
し
市
道
朝
日
ケ
丘
東
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
市
道
朝
日
ケ
丘
中
線

と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
鳥
獣
保
護
区
の
面
積

八
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

５
　
鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

（一）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

（二）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

八
ケ
岳
の
南
麓
の
標
高
千
二
百
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
県
立
八
ケ
岳
少
年
自
然
の
家
は
、
青

少
年
の
野
外
活
動
の
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
、
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
巣
箱
の
設
置
等
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

南
北
八
百
メ
ー
ト
ル
、
東
西
二
百
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
敷
地
内
に
は
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
、
ワ
レ

モ
コ
ウ
等
の
草
花
が
生
育
す
る
草
原
や
、
ア
カ
マ
ツ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
シ
ラ
カ
バ
、
リ
ョ
ウ
ブ
、

ノ
リ
ウ
ツ
ギ
等
か
ら
な
る
森
林
が
あ
り
、
ま
た
、
イ
ワ
ナ
が
生
息
す
る
小
川
も
流
れ
て
い
る
。

鳥
類
で
は
、
森
林
で
は
ア
カ
ハ
ラ
、
キ
ビ
タ
キ
等
、
草
原
で
は
ノ
ビ
タ
キ
、
ホ
オ
ジ
ロ
等
の

亜
高
山
帯
の
野
鳥
が
多
く
生
息
し
、
ミ
ソ
サ
ザ
イ
、
キ
セ
キ
レ
イ
等
の
渓
流
を
好
む
種
も
確
認

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
哺
乳
類
で
は
、
キ
ツ
ネ
、
テ
ン
、
ホ
ン
ド
リ
ス
、
ア
カ
ネ
ズ
ミ
、
ヒ
メ

ネ
ズ
ミ
、
ま
た
、
天
然
記
念
物
の
ヤ
マ
ネ
等
が
生
息
し
て
い
る
な
ど
多
様
な
生
物
相
が
良
好
に
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梨
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保
た
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
区
域
を
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
す
る
こ
と
で
、
鳥
獣
を
含
め
た
良
好
な
環
境
の

保
護
を
図
る
と
と
も
に
県
立
八
ケ
岳
少
年
自
然
の
家
が
行
う
環
境
教
育
活
動
を
支
援
し
、
そ
れ

に
よ
り
愛
鳥
思
想
の
普
及
啓
発
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

（三）

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

a

定
期
的
に
巡
視
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
静
謐
な
環
境
の
保
持
を
図
り
、
鳥
獣
の
安
定
的

な
生
息
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

s

当
該
区
域
の
鳥
獣
生
息
地
の
環
境
を
適
切
に
保
持
し
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
に
著
し
い
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

d

鳥
獣
の
生
息
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
場
及
び
環
境
教
育
・
学
習

の
場
と
し
て
活
用
を
図
る
。

四
１
　
鳥
獣
保
護
区
の
名
称

社
会
福
祉
村
鳥
獣
保
護
区

２
　
鳥
獣
保
護
区
の
区
域

南
ア
ル
プ
ス
市
有
野
地
内
の
県
道
二
十
号
（
甲
斐
芦
安
線
）
と
南
ア
ル
プ
ス
市
道
源
六
十
号
線

と
の
接
点
（
塩
沢
入
口
交
差
点
）
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
御
勅
使
川
と
の
交

点
（
南
甘
利
山
橋
）
を
経
て
南
ア
ル
プ
ス
市
道
白
根
二
十
二
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
市
道
を
北
東
に
進
み
塩
沢
川
と
の
交
点
（
桃
源
峡
橋
）
を
経
て
韮
崎
市
道
旭
七
十
一
号
線
と
の

接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
に
進
み
韮
崎
市
道
旭
七
十
二
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
に
進
み
韮
崎
市
道
旭
七
十
三
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市

道
を
東
進
し
韮
崎
市
道
旭
二
十
五
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
及
び
北
東
に

進
み
韮
崎
市
旭
町
上
条
南
割
・
同
市
大
草
町
下
条
西
割
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

境
界
線
を
南
進
し
御
勅
使
川
を
渡
り
南
ア
ル
プ
ス
市
・
韮
崎
市
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
境
界
線
を
西
進
し
南
ア
ル
プ
ス
市
有
野
・
同
市
六
科
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
境
界
線
を
南
進
し
山
梨
県
立
梨
の
実
寮
敷
地
東
南
端
付
近
で
同
境
界
線
と
水
路
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
水
路
を
西
進
し
南
ア
ル
プ
ス
市
道
白
根
十
一
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
市
道
を
北
進
し
南
ア
ル
プ
ス
市
道
白
根
三
十
三
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市

道
を
西
、
北
及
び
西
に
進
み
県
道
二
十
号
（
甲
斐
芦
安
線
）
と
の
接
点
（
芦
安
入
口
交
差
点
）
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
鳥
獣
保
護
区
の
面
積

百
九
十
一
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

５
　
鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

（一）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

（二）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
区
域
の
植
生
は
、
御
勅
使
川
の
河
川
敷
に
は
ヨ
シ
群
落
、
タ
チ
ヤ
ナ
ギ
、
イ
ヌ
コ
リ
ヤ

ナ
ギ
等
の
ヤ
ナ
ギ
群
落
、
そ
の
外
側
に
は
保
安
林
で
あ
る
ア
カ
マ
ツ
林
が
広
が
り
、
ア
カ
マ
ツ

林
に
は
部
分
的
に
コ
ナ
ラ
等
の
広
葉
樹
も
混
生
し
、
そ
の
周
辺
に
は
果
樹
園
及
び
畑
地
が
広
が

っ
て
い
る
。

当
該
区
域
の
鳥
獣
の
生
息
状
況
は
、
鳥
類
は
、
御
勅
使
川
が
急
流
な
た
め
カ
モ
、
シ
ギ
類
と

い
っ
た
水
鳥
の
生
息
数
は
少
な
い
が
、
ア
カ
マ
ツ
林
及
び
畑
地
を
中
心
に
ホ
オ
ジ
ロ
、
シ
ジ
ュ

ウ
カ
ラ
及
び
メ
ジ
ロ
と
い
っ
た
里
山
の
鳥
類
が
多
く
生
息
し
、
冬
季
に
は
カ
シ
ラ
ダ
カ
、
ベ
ニ

マ
シ
コ
等
の
姿
も
見
受
け
ら
れ
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
小
型
鳥
類
を
狙
う
猛
禽
類
で
あ
る
ツ
ミ

の
繁
殖
も
記
録
さ
れ
て
い
る
等
四
季
を
通
じ
て
豊
か
な
鳥
類
相
を
示
し
、
獣
類
で
は
、
里
山
環

境
を
好
む
キ
ツ
ネ
、
タ
ヌ
キ
、
イ
タ
チ
等
の
哺
乳
類
の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
当
該
区
域
内
の
社
会
福
祉
村
に
は
、
県
立
あ
け
ぼ
の
支
援
学
校
を
始
め
と
す
る
医
療

福
祉
施
設
が
設
置
さ
れ
て
お
り
敷
地
内
に
は
多
く
の
緑
が
残
さ
れ
て
い
る
。同
支
援
学
校
で
は
、

校
庭
に
給
餌
施
設
を
設
置
し
、
野
鳥
と
の
触
れ
合
い
や
観
察
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
ビ
デ
オ

の
放
映
等
に
よ
る
野
鳥
愛
護
思
想
の
高
揚
を
図
る
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
第
十
一
次
鳥
獣
保

護
事
業
計
画
に
お
い
て
も
愛
鳥
モ
デ
ル
校
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
社
会
福
祉
村
の
西
（
南
ア

ル
プ
ス
市
塩
前
）
に
は
ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
施
設
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
馬
と
の
触
れ
合
い
に
よ

る
治
療
法
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
区
域
を
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
す
る
こ
と
で
、鳥
獣
の
保
護
を
図
る
と
と
も
に
、

野
鳥
を
誘
致
し
、
野
鳥
と
身
近
に
触
れ
合
え
る
環
境
の
整
備
を
図
り
、
も
っ
て
愛
鳥
思
想
の
普

及
啓
発
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

（三）

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

a

定
期
的
に
巡
視
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
静
謐
な
環
境
の
保
持
を
図
り
、
鳥
獣
の
安
定
的

な
生
息
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

s

当
該
区
域
の
鳥
獣
生
息
地
の
環
境
を
適
切
に
保
持
し
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
に
著
し
い
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

d

鳥
獣
の
生
息
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
場
及
び
環
境
教
育
・
学
習

の
場
と
し
て
活
用
を
図
る
。

五
１
　
鳥
獣
保
護
区
の
名
称

積
翠
寺
鳥
獣
保
護
区

２
　
鳥
獣
保
護
区
の
区
域

甲
府
市
上
積
翠
寺
町
地
内
の
県
道
三
十
一
号
（
甲
府
山
梨
線
）
と
甲
府
市
・
山
梨
市
境
界
線
と
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の
交
点
（
太
良
ケ
峠
）
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
東
、
南
西
及
び
南
東
に
進
み
甲
府

市
・
笛
吹
市
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
西
、
南
西
及
び
南
東
に
進
み
甲

府
市
善
光
寺
町
と
同
市
横
根
町
の
尾
根
上
の
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を

南
西
に
進
み
国
有
林
甲
府
事
業
区
と
民
有
林
の
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線

を
南
西
、
北
及
び
西
に
進
み
甲
府
市
道
鍛
冶
小
路
線
に
至
る
径
路
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら

同
径
路
を
北
進
し
同
市
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
甲
府
市
道
日
陰
北
線

と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
県
道
三
十
一
号
（
甲
府
山
梨
線
）
と
の
接
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
東
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
鳥
獣
保
護
区
の
面
積

九
百
二
十
九
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

５
　
鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

（一）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

（二）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
区
域
は
、
甲
府
市
の
北
部
標
高
五
百
メ
ー
ト
ル
の
市
街
地
周
辺
地
域
か
ら
、
標
高
千
二

百
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
面
積
九
百
二
十
九
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
区
域
で
あ
り
、
中
心
部

に
は
温
泉
地
が
あ
る
。

当
該
区
域
に
は
、
ク
ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
、
イ
ロ
ハ
カ
エ
デ
等
の
広
葉
樹
の
自
然
林
や
ス
ギ
、
ヒ

ノ
キ
が
植
林
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
市
街
地
周
辺
部
の
低
標
高
地
域
で
は
、
鳥
類
で
は
ヒ
ヨ
ド

リ
、
ム
ク
ド
リ
、
キ
ジ
バ
ト
、
コ
ジ
ュ
ケ
イ
等
、
哺
乳
類
で
は
タ
ヌ
キ
、
キ
ツ
ネ
等
の
里
山
の

鳥
獣
が
生
息
し
、
高
標
高
地
域
で
は
、
ア
カ
ハ
ラ
、
カ
ッ
コ
ウ
、
セ
ン
ダ
イ
ム
シ
ク
イ
等
の
亜

高
山
帯
の
野
鳥
が
出
現
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
区
域
を
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
す
る
こ
と
で
、鳥
獣
の
保
護
を
図
る
と
と
も
に
、

野
鳥
を
誘
致
し
、
野
鳥
と
身
近
に
触
れ
合
え
る
環
境
の
整
備
を
図
り
、
も
っ
て
愛
鳥
思
想
の
普

及
啓
発
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

（三）

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

a

定
期
的
に
巡
視
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
静
謐
な
環
境
の
保
持
を
図
り
、
鳥
獣
の
安
定
的

な
生
息
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

s

当
該
区
域
の
鳥
獣
生
息
地
の
環
境
を
適
切
に
保
持
し
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
に
著
し
い
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

d

鳥
獣
の
生
息
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
場
及
び
環
境
教
育
・
学
習

の
場
と
し
て
活
用
を
図
る
。

六
１
　
鳥
獣
保
護
区
の
名
称

黒
桂
河
内
鳥
獣
保
護
区

２
　
鳥
獣
保
護
区
の
区
域

南
巨
摩
郡
早
川
町
新
倉
地
内
の
早
川
右
岸
と
県
営
林
道
広
河
原
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同

所
か
ら
同
川
右
岸
を
南
進
し
新
倉
ト
ン
ネ
ル
南
詰
か
ら
西
に
直
進
し
た
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
線
を
西
に
直
進
し
四
百
メ
ー
ト
ル
の
地
点
（
標
高
八
百
五
十
メ
ー
ト
ル
地
点
）
で
尾
根

と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
北
西
に
直
進
し
東
京
電
力
水
位
観
測
所
に
至
り
、
同
観
測
所
か
ら

北
に
直
進
し
県
営
林
道
広
河
原
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
東
及
び
北
に
進
み

起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
鳥
獣
保
護
区
の
面
積

六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

５
　
鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

（一）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

（二）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
区
域
は
、
南
巨
摩
郡
早
川
町
の
中
心
部
の
標
高
五
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
八
百
五
十
メ
ー
ト

ル
付
近
に
位
置
し
、
中
心
に
早
川
支
流
で
あ
る
黒
桂
河
内
川
が
流
れ
る
地
域
で
あ
る
。
ま
た
、

中
心
部
に
「
南
ア
ル
プ
ス
邑
野
鳥
公
園
」
が
町
に
よ
り
設
置
さ
れ
、
野
鳥
観
察
舎
、
自
然
観
察

路
、
人
工
池
等
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
年
間
を
通
じ
多
く
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
に
親
し
ま

れ
て
い
る
。

当
該
区
域
の
植
生
は
、
コ
ナ
ラ
及
び
ア
カ
マ
ツ
が
優
占
し
、
一
部
が
ス
ギ
の
植
林
地
と
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
生
息
す
る
野
生
動
物
は
、
獣
類
で
は
大
型
哺
乳
類
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
及
び
イ
ノ
シ
シ
を

は
じ
め
、
中
型
哺
乳
類
の
キ
ツ
ネ
、
ノ
ウ
サ
ギ
等
、
ま
た
、
小
型
哺
乳
類
で
は
ニ
ホ
ン
リ
ス
、

ヒ
メ
ネ
ズ
ミ
等
が
確
認
さ
れ
、
鳥
類
で
は
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
等
の
里
山
の
種
か
ら
、
オ
オ
ル
リ
、

キ
ビ
タ
キ
等
の
亜
高
山
帯
の
種
が
生
息
し
、
ま
た
、
中
心
を
流
れ
る
川
辺
を
中
心
に
ヤ
マ
セ
ミ
、

カ
ワ
セ
ミ
等
、
人
工
池
で
は
オ
シ
ド
リ
等
の
水
鳥
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
非
常
に
豊
か
な
生
息

環
境
を
保
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
区
域
を
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
す
る
こ
と
で
、鳥
獣
の
保
護
を
図
る
と
と
も
に
、

野
鳥
を
誘
致
し
、
野
鳥
と
身
近
に
触
れ
合
え
る
環
境
の
整
備
を
図
り
、
も
っ
て
愛
鳥
思
想
の
普

及
啓
発
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

山
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（三）

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

a

定
期
的
に
巡
視
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
静
謐
な
環
境
の
保
持
を
図
り
、
鳥
獣
の
安
定
的

な
生
息
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

s

当
該
区
域
の
鳥
獣
生
息
地
の
環
境
を
適
切
に
保
持
し
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
に
著
し
い
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

d

鳥
獣
の
生
息
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
場
及
び
環
境
教
育
・
学
習

の
場
と
し
て
活
用
を
図
る
。

七
１
　
鳥
獣
保
護
区
の
名
称

篠
井
山
鳥
獣
保
護
区

２
　
鳥
獣
保
護
区
の
区
域

県
有
林
三
│
Ⅰ
林
班
い
６
及
び
ろ
１
小
班
、
第
四
林
班
に
４
及
び
に
５
小
班
並
び
に
第
六
林
班

い
２
小
班

３
　
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
鳥
獣
保
護
区
の
面
積

七
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

５
　
鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

（一）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

（二）

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

篠
井
山
（
標
高
千
三
百
九
十
四
メ
ー
ト
ル
）
の
山
体
は
、
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
の
堆
積
が
先
新

世
以
降
に
隆
起
し
た
も
の
で
安
山
岩
質
火
山
砕
屑
岩
類
か
ら
な
り
、
気
候
も
大
平
洋
か
ら
の
影

響
を
受
け
る
た
め
温
暖
で
、
山
頂
ま
で
暖
地
性
植
物
の
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
、
ツ
ル
グ
ミ
、
ヤ
マ
グ
ル

マ
等
が
見
ら
れ
る
。

山
頂
付
近
に
は
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ナ
ツ
ツ
バ
キ
及
び
コ
ミ
ネ
カ
エ
デ
を
は
じ
め
と
す
る

カ
エ
デ
類
が
特
に
多
く
、
ブ
ナ
の
大
木
の
間
に
は
ア
ス
ナ
ロ
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
ゴ
ヨ
ウ
、
ゴ
ヨ
ウ

ツ
ツ
ジ
、
フ
ジ
ザ
ク
ラ
等
の
植
物
が
広
く
分
布
し
て
い
る
。

ま
た
、
当
該
区
域
で
は
、
獣
類
で
は
、
大
型
哺
乳
類
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
イ
ノ
シ
シ
及
び
ニ

ホ
ン
ジ
カ
を
は
じ
め
、
中
型
哺
乳
類
の
ア
ナ
グ
マ
、
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
及
び
ノ
ウ
サ
ギ
、
ま
た
、

小
型
哺
乳
類
で
は
ニ
ホ
ン
リ
ス
の
ほ
か
希
少
な
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
、
ヒ
ミ
ズ
等
が
確
認
さ
れ
、
鳥

類
で
は
、
大
型
猛
禽
類
の
オ
オ
タ
カ
及
び
サ
シ
バ
を
は
じ
め
、
ク
ロ
ツ
グ
ミ
、
メ
ボ
ソ
ム
シ
ク

イ
等
の
亜
高
山
帯
に
生
息
す
る
も
の
か
ら
ホ
オ
ジ
ロ
、
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
等
の
里
山
に
住
む
も
の
ま

で
多
様
な
鳥
獣
の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
県
で
は
、
昭
和
四
十
八
年
に
山
梨
県
自
然
環
境
保
全
条
例
（
昭
和
四
十
六

年
山
梨
県
条
例
第
三
十
八
号
）
に
基
づ
く
自
然
保
存
地
区
と
し
て
当
該
区
域
を
指
定
し
、
良
好

な
自
然
環
境
の
保
全
を
図
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
平
成
十
三
年
度
に
は
環
境
省
が
提
唱
す
る
「
生
物
多
様
性
保
全
の
た
め
の
国
土
区

分
ご
と
の
重
要
地
域
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

現
在
指
定
さ
れ
て
い
る
自
然
保
存
地
区
を
よ
り
実
効
性
あ
る
も
の
と
し
、
豊
か
な
森
林
資
源

に
生
息
す
る
多
様
な
野
生
鳥
獣
を
含
め
た
自
然
生
態
系
全
体
の
保
護
を
図
る
た
め
、
鳥
獣
保
護

区
と
し
て
指
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

（三）

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

a

定
期
的
に
巡
視
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
静
謐
な
環
境
の
保
持
を
図
り
、
鳥
獣
の
安
定
的

な
生
息
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

s

当
該
区
域
の
鳥
獣
生
息
地
の
環
境
を
適
切
に
保
持
し
、
鳥
獣
の
生
息
環
境
に
著
し
い
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
。

d

鳥
獣
の
生
息
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
場
及
び
環
境
教
育
・
学
習

の
場
と
し
て
活
用
を
図
る
。

山
梨
県
告
示
第
三
百
四
十
四
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
五
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
し
た
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

帯
那
山
高
原
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
区
域

甲
府
市
上
帯
那
町
地
内
の
甲
府
市
営
帯
那
高
原
牧
場
敷
地
境
界
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

十
三
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

二
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

平
岡
平
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
区
域
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公
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南
ア
ル
プ
ス
市
塩
前
地
内
の
南
ア
ル
プ
ス
市
道
白
根
二
十
二
号
線
と
南
ア
ル
プ
ス
市
・
韮
崎
市

境
界
線
と
の
接
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
に
進
み
塩
沢
川
に
架
か
る
桃
源
峡
橋

を
経
て
南
ア
ル
プ
ス
市
営
林
道
塩
沢
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
西
に
進
み
塩

沢
川
に
架
か
る
細
川
橋
を
経
て
苗
敷
山
直
下
に
源
を
発
す
る
沢
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

沢
を
北
東
に
進
み
南
ア
ル
プ
ス
市
・
韮
崎
市
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を

南
東
及
び
東
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

七
十
七
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

三
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

長
坂
渋
沢
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
区
域

北
杜
市
長
坂
町
渋
沢
地
内
の
県
道
十
七
号
（
茅
野
北
杜
韮
崎
線
（
七
里
岩
ラ
イ
ン
））
と
北
杜

市
道
富
岡
南
新
居
線
と
の
接
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
進
し
北
杜
市
道
日
野
春
小

下
塚
川
公
民
館
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
進
し
鳩
川
と
の
交
点
（
鍛
冶
屋
森

橋
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
南
進
し
北
杜
市
道
北
農
下
逸
見
原
線
と
の
交
点
（
逸
見
原
橋
）

に
至
り
、同
所
か
ら
同
市
道
を
南
及
び
南
西
に
進
み
北
杜
市
道
富
岡
南
新
居
線
と
の
接
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
市
道
を
南
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

四
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

長
沢
・
東
井
出
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
区
域

北
杜
市
高
根
町
長
沢
地
内
の
国
道
百
四
十
一
号
と
県
道
六
百
八
号
（
長
沢
・
小
淵
沢
線
）
と
の

接
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み
北
杜
市
道
北
小
学
校
玉
山
線
と
の
接
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
北
杜
市
道
旭
ケ
丘
住
宅
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

市
道
を
東
進
し
北
杜
市
道
原
長
沢
上
手
原
御
別
当
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北

進
し
北
杜
市
道
玉
山
南
線
に
至
る
車
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
東
に
直
進
し
川
俣
川
と
の

接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
南
進
し
国
道
百
四
十
一
号
と
の
交
点
（
月
の
木
上
橋
）
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
国
道
を
南
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

九
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

五
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

鳥
原
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
区
域

北
杜
市
白
州
町
鳥
原
地
内
の
国
道
二
十
号
と
松
山
沢
川
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同

川
を
南
西
に
進
み
市
道
鳥
原
松
原
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
及
び
北
東
に

進
み
市
道
荒
田
鳥
原
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
及
び
北
東
に
進
み
農
道
白
州

鳥
原
六
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
北
進
し
農
道
白
州
鳥
原
十
六
号
線
と
の
接

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
北
進
し
山
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
山
道
を
北
西
に

約
三
百
メ
ー
ト
ル
進
み
小
道
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
小
道
を
東
進
し
車
道
と
の
接
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
車
道
を
北
及
び
東
に
進
み
高
圧
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
高
圧
線

を
北
西
に
進
み
流
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
東
進
し
国
道
二
十
号
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

九
十
七
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

六
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

金
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
区
域

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
地
内
の
金
川
に
架
か
る
市
之
蔵
橋
南
詰
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
県
道

三
十
四
号
（
白
井
甲
州
線
）
を
南
西
に
進
み
同
川
の
右
岸
堤
防
と
左
岸
堤
防
の
中
間
地
点
を
結
ん

だ
線
を
南
側
に
百
メ
ー
ト
ル
垂
直
移
動
し
た
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
線
を
北
西
に
進

み
笛
吹
市
道
二
│
三
十
九
号
線
（
市
之
蔵
国
分
八
幡
橋
線
）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

七
〇
二



道
を
南
西
に
進
み
金
川
左
岸
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
外
側
境
界
線
を
南
側
に
百
メ
ー
ト
ル
垂

直
移
動
し
た
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
線
を
北
西
及
び
南
西
に
進
み
県
道
三
百
二
号

（
石
和
温
泉
停
車
場
線
）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
進
し
笛
吹
川
左
岸
と
の
接

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
左
岸
を
北
東
及
び
北
西
に
進
み
金
川
右
岸
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

の
外
側
境
界
線
を
北
側
に
百
メ
ー
ト
ル
垂
直
移
動
し
た
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
線
を

北
東
及
び
南
東
に
進
み
笛
吹
市
道
二
│
三
十
九
号
線
（
市
之
蔵
国
分
八
幡
橋
線
）
と
の
接
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
に
進
み
金
川
の
右
岸
堤
防
と
左
岸
堤
防
の
中
間
地
点
を
結
ん
だ
線

を
北
側
に
百
メ
ー
ト
ル
垂
直
移
動
し
た
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
線
を
南
東
に
進
み
県

道
三
十
四
号
（
白
井
甲
州
線
）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み
起
点
に
至

る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

百
九
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

七
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

笛
吹
川
岩
手
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
区
域

甲
州
市
塩
山
三
日
市
場
地
内
の
貴
明
橋
東
詰
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
笛
吹
川
左
岸
堤
防
を
南

西
に
進
み
岩
手
橋
東
詰
を
経
て
県
道
三
百
三
号
（
市
之
蔵
山
梨
線
）
と
の
交
点
（
八
幡
橋
東
詰
）

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
（
八
幡
橋
）
を
北
西
に
進
み
笛
吹
川
右
岸
堤
防
と
の
交
点
（
八
幡
橋

西
詰
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
堤
防
に
沿
っ
て
南
西
に
進
み
同
堤
防
の
突
端
に
至
り
、
同
所
か
ら

南
西
に
進
み
兄
川
、
弟
川
及
び
笛
吹
川
の
合
流
点
を
経
て
県
道
二
百
五
号
（
三
日
市
場
南
線
）
と

の
接
点
（
亀
甲
橋
西
詰
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
進
し
国
道
百
四
十
号
と
の
接
点
（
兄

川
橋
北
詰
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
北
東
に
進
み
岩
手
橋
西
詰
を
経
て
私
道
と
の
交
点

（
貴
明
橋
西
詰
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
橋
を
東
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

八
十
八
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

八
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

大
平
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
区
域

都
留
市
・
大
月
市
境
界
線
上
に
あ
る
高
畑
山
三
角
点
（
標
高
九
百
八
十
一
・
九
メ
ー
ト
ル
）
を

起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
東
進
し
都
留
市
・
大
月
市
・
上
野
原
市
境
界
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
都
留
市
・
上
野
原
市
境
界
線
を
南
進
し
高
岩
に
至
り
、
同
所
か
ら
尾
根
を
南
進
し
東
京
電

力
株
式
会
社
都
留
線
送
電
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
送
電
線
を
西
進
し
同
送
電
線
第
百

四
号
鉄
塔
に
至
り
、
同
所
か
ら
尾
根
を
北
西
に
進
み
大
平
川
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川

を
西
進
し
ザ
レ
の
沢
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
北
東
に
進
み
都
留
市
道
大
平
線
と
の

交
点
（
ザ
レ
の
橋
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
都
留
市
営
林
道
鈴
懸
峠
線
と
の
接
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
西
に
進
み
都
留
市
・
大
月
市
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
境
界
線
を
東
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

二
百
ヘ
ク
タ
ー
ル

九
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

羽
根
子
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
区
域

都
留
市
小
形
山
地
内
の
都
留
市
道
川
茂
堀
ノ
内
線
と
都
留
市
営
林
道
大
棚
線
と
の
接
点
を
起
点

と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
及
び
東
に
進
み
都
留
市
道
横
吹
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
市
道
を
南
西
に
進
み
都
留
市
道
新
羽
根
子
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東

に
進
み
桂
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
西
に
進
み
羽
根
子
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
川
を
北
進
し
羽
根
子
沢
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
沢
を
北
西
に
進
み
中
の
久
保

（
標
高
六
百
九
十
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
尾
根
を
北
進
し
都
留
市
・
大
月
市
境
界
線
と

の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
東
に
進
み
高
川
山
三
角
点
（
標
高
九
百
七
十
五
・
七

メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
尾
根
を
南
東
に
進
み
都
留
市
営
林
道
大
棚
線
と
の
接
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
林
道
を
南
東
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

七
〇
三



百
八
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
１
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
名
称

勝
山
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

２
　
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
の
区
域

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
船
津
地
内
の
富
士
河
口
湖
町
道
〇
一
〇
二
号
線
と
富
士
河
口
湖
町
道

〇
一
〇
三
号
線
と
の
接
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
西
進
し
富
士
河
口
湖
町
道
四
一
二

三
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
進
し
富
士
河
口
湖
町
道
六
五
〇
一
号
線
と
の

接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
進
し
富
士
河
口
湖
町
道
東
海
自
然
歩
道
線
と
の
接
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
西
進
し
富
士
河
口
湖
町
道
〇
二
五
五
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
町
道
を
南
進
し
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
・
南
都
留
郡
鳴
沢
村
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
進
し
国
道
百
三
十
九
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
西

に
進
み
県
道
七
百
十
四
号
（
鳴
沢
富
士
河
口
湖
線
）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北

東
及
び
東
に
進
み
富
士
河
口
湖
町
道
〇
一
〇
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南

進
し
富
士
河
口
湖
町
道
〇
一
〇
二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
西
進
し
起
点
に

至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
特
定
猟
具
の
種
類

銃
器

５
　
面
積

三
百
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

山
梨
県
告
示
第
三
百
四
十
五
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
休
猟
区
を
指
定
し
、
併
せ
て
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
当
該
休
猟
区
の
存
続
期
間
と
同
一
の
期
間
、
当
該
休
猟
区
の
全
部
に
つ
い
て
、
特
定
鳥
獣
（
ニ

ホ
ン
ジ
カ
及
び
イ
ノ
シ
シ
に
限
る
。）
に
関
し
、
捕
獲
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
区
域
と
し
て
指
定
し

た
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
１
　
休
猟
区
の
名
称

白
根
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

南
ア
ル
プ
ス
市
塩
前
地
内
の
南
ア
ル
プ
ス
市
・
韮
崎
市
境
界
線
と
南
ア
ル
プ
ス
市
道
白
根
二
十

二
号
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
西
に
進
み
塩
沢
川
に
架
か
る
桃
源
峡
橋

を
経
て
南
ア
ル
プ
ス
市
道
源
六
十
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
東
及
び
南
東
に

進
み
御
勅
使
川
に
架
か
る
南
甘
利
山
橋
を
経
て
県
道
二
十
号
（
甲
斐
芦
安
線
）
と
の
接
点
（
塩
沢

入
口
交
差
点
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み
御
勅
使
川
に
架
か
る
日
入
倉
橋
を
経

て
南
ア
ル
プ
ス
市
須
沢
・
同
市
芦
安
芦
倉
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北

西
に
進
み
南
ア
ル
プ
ス
市
・
韮
崎
市
境
界
線
と
の
接
点
（
千
頭
星
山
三
角
点
（
標
高
二
千
百
三
十

八
・
五
メ
ー
ト
ル
））
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
、
東
及
び
南
東
に
進
み
起
点
に
至
る

一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
五
百
六
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

二
１
　
休
猟
区
の
名
称

明
野
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

北
杜
市
・
韮
崎
市
境
界
線
と
北
杜
市
営
林
道
正
楽
寺
・
三
之
蔵
線
と
の
接
点
を
起
点
と
し
、
同

所
か
ら
同
林
道
を
北
東
に
進
み
北
杜
市
道
三
百
二
十
六
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市

道
を
東
進
し
茅
ケ
岳
広
域
農
道
幹
線
一
号
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
北
西
及
び
北

に
進
み
北
杜
市
明
野
町
浅
尾
・
同
市
須
玉
町
江
草
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界

線
を
東
及
び
南
東
に
進
み
北
杜
市
・
韮
崎
市
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を

南
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

三
１
　
休
猟
区
の
名
称

高
根
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

北
杜
市
高
根
町
五
町
田
地
内
の
県
道
三
十
二
号
（
長
坂
高
根
線
）
と
北
杜
市
高
根
町
・
同
市
長

坂
町
境
界
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
東
進
し
国
道
百
四
十
一
号
（
旧
道
）

と
の
接
点
（
箕
輪
交
差
点
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
南
進
し
北
杜
市
須
玉
町
・
同
市
高
根

町
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
西
に
進
み
県
道
二
十
八
号
（
北
杜
八
ケ

岳
公
園
線
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
進
し
市
道
下
黒
沢
打
越
中
線
と
の
接
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
西
進
し
市
道
下
黒
沢
打
越
下
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

七
〇
四



市
道
を
西
進
し
市
道
下
黒
沢
打
越
中
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
市
道
打

越
和
田
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
（
新
道
）
を
南
西
に
進
み
市
道
競
馬
原
下
黒
沢

線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
西
に
進
み
北
杜
市
高
根
町
・
同
市
長
坂
町
境
界
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
三
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

四
１
　
休
猟
区
の
名
称

石
空
川
左
岸
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

北
杜
市
武
川
町
柳
沢
地
内
の
大
武
川
と
石
空
川
と
の
合
流
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
石
空
川

を
南
及
び
南
西
に
進
み
石
空
川
北
沢
と
同
南
沢
と
の
合
流
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
尾
根
を
北
西
に

進
み
三
角
点
（
標
高
千
八
百
九
十
七
・
七
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
一
ノ
沢
を
北
西
に
進

み
大
武
川
と
の
合
流
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
北
東
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

五
１
　
休
猟
区
の
名
称

落
合
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

甲
州
市
塩
山
一
之
瀬
高
橋
地
内
の
市
道
一
之
瀬
高
橋
七
号
線
と
市
道
一
之
瀬
高
橋
六
号
線
と
の

接
点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
に
進
み
国
道
四
百
十
一
号
と
の
接
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
国
道
を
南
西
及
び
南
に
進
み
三
窪
高
原
に
至
る
山
道
と
の
接
点
（
柳
沢
峠
）
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
山
道
を
南
西
に
進
み
三
窪
高
原
に
至
り
、
同
所
か
ら
倉
掛
山
に
至
る
山
道
を
北
に
進

み
倉
掛
山
三
角
点
（
標
高
千
七
百
七
十
六
・
七
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
山
道
を
北
、
東

及
び
南
東
に
進
み
市
道
一
之
瀬
高
橋
七
号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
南
東
に
進

み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
二
百
五
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

六
１
　
休
猟
区
の
名
称

一
宮
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

笛
吹
市
一
宮
町
市
之
蔵
地
内
の
金
川
右
岸
と
県
道
三
十
四
号
（
白
井
甲
州
線
）
と
の
交
点
（
市

之
蔵
橋
北
詰
）
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
東
に
進
み
笛
吹
市
道
一
宮
三
―
二
百
十
七

号
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
に
進
み
県
営
林
道
京
戸
岩
崎
山
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
東
に
進
み
笛
吹
市
・
甲
州
市
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
境
界
線
を
南
東
及
び
南
に
進
み
大
月
市
・
笛
吹
市
一
宮
町
・
同
市
御
坂
町
・
甲
州
市
境
界

点
（
カ
ヤ
ノ
キ
ビ
ラ
ノ
頭
（
標
高
千
四
百
十
一
メ
ー
ト
ル
））
に
至
り
、
同
所
か
ら
笛
吹
市
一
宮

町
・
同
市
御
坂
町
境
界
線
を
西
に
進
み
京
戸
山
（
標
高
千
四
百
三
十
九
メ
ー
ト
ル
）、
ナ
ッ
ト
ウ

箱
山
（
標
高
千
四
百
十
二
・
五
メ
ー
ト
ル
）、
達
沢
山
（
標
高
千
三
百
五
十
八
メ
ー
ト
ル
）
及
び

旭
山
（
標
高
八
百
四
十
二
メ
ー
ト
ル
）
を
経
て
金
川
右
岸
と
の
接
点
（
若
宮
橋
北
詰
）
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
川
右
岸
を
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
三
百
ヘ
ク
タ
ー
ル

七
１
　
休
猟
区
の
名
称

境
川
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

笛
吹
市
境
川
町
寺
尾
地
内
の
国
道
三
百
五
十
八
号
と
県
道
三
百
八
号
（
鶯
宿
上
曽
根
線
）
と
の

接
点
（
間
門
）
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
東
に
進
み
市
道
境
川
十
号
線
（
金
川
曽
根

広
域
農
道
）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
東
に
進
み
笛
吹
市
境
川
町
・
同
市
八
代

町
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
東
に
進
み
笛
吹
市
境
川
町
・
同
市
八
代

町
・
同
市
芦
川
町
境
界
点
（
春
日
沢
ノ
頭
（
標
高
千
二
百
三
十
五
・
一
メ
ー
ト
ル
））
に
至
り
、

同
所
か
ら
笛
吹
市
境
川
町
・
同
市
芦
川
町
境
界
線
を
南
西
に
進
み
黒
坂
峠
及
び
鶯
宿
峠
を
経
て
甲

府
市
・
笛
吹
市
境
界
線
と
の
接
点
（
滝
戸
山
（
標
高
千
二
百
二
十
・
八
メ
ー
ト
ル
））
に
至
り
、

同
所
か
ら
甲
府
市
・
笛
吹
市
境
界
線
を
北
西
に
進
み
貉
山
（
標
高
九
百
八
十
一
・
二
メ
ー
ト
ル
）

を
経
て
国
道
三
百
五
十
八
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
北
進
し
起
点
に
至
る
一
団

地
３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
四
百
三
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

八
１
　
休
猟
区
の
名
称

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

七
〇
五



黒
桂
河
内
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

南
巨
摩
郡
早
川
町
新
倉
地
内
の
早
川
右
岸
と
県
営
林
道
広
河
原
線
と
の
交
点
（
新
倉
橋
）
を
起

点
と
し
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
南
及
び
南
西
に
進
み
黒
桂
河
内
川
と
の
接
点
（
東
京
電
力
水
位
観

測
所
）
に
至
り
、
同
川
を
北
西
及
び
西
に
進
み
山
梨
県
・
静
岡
県
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同

所
か
ら
同
境
界
線
を
北
東
及
び
北
に
進
み
町
道
広
河
原
・
転
付
峠
線
と
の
接
点
（
伝
付
峠
）
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
南
東
に
進
み
内
河
内
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
を
南
東
及

び
東
に
進
み
早
川
と
の
合
流
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
川
右
岸
を
南
進
し
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
九
百
十
五
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

九
１
　
休
猟
区
の
名
称

福
士
川
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

南
巨
摩
郡
南
部
町
福
士
地
内
の
国
道
五
十
二
号
と
南
部
町
道
町
屋
切
久
保
線
と
の
接
点
を
起
点

と
し
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
東
及
び
南
東
に
進
み
県
道
十
号
（
富
士
川
身
延
線
）
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
及
び
南
に
進
み
県
道
八
百
十
一
号
（
日
向
宿
線
）
と
の
接
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み
町
営
林
道
大
峠
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道

を
北
進
し
県
道
八
百
一
号
（
高
瀬
福
士
線
）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進

み
県
道
八
百
二
号
（
大
向
福
士
線
）
と
の
接
点
（
石
合
橋
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
西
進

し
町
道
徳
間
上
村
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
西
に
進
み
町
道
上
徳
間
線
に
至
り
、
同
所

か
ら
同
町
道
を
北
西
に
進
み
町
営
林
道
上
徳
間
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を
北
西

及
び
北
東
に
進
み
東
海
自
然
歩
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
歩
道
を
北
進
し
町
道
坂
本
鯨

野
線
と
の
接
点
に
至
り
、同
所
か
ら
同
町
道
を
北
東
に
進
み
町
道
天
王
御
堂
線
と
の
接
点
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
町
道
を
南
東
に
進
み
県
道
八
百
一
号
（
高
瀬
福
士
線
）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
県
道
を
北
東
に
進
み
町
道
町
屋
切
久
保
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
町
道
を
東
進
し

起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
五
百
二
十
九
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
１
　
休
猟
区
の
名
称

上
野
原
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

上
野
原
市
上
野
原
地
内
の
国
道
二
十
号
と
県
道
三
十
号
（
大
月
上
野
原
線
）
と
の
接
点
（
鶴
川

入
口
）
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
及
び
北
西
に
進
み
上
野
原
市
道
八
米
鏡
渡
橋
線
と

の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
市
道
を
北
進
し
県
道
三
十
三
号
（
上
野
原
あ
き
る
野
線
）
と
の
接

点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県
道
を
北
西
及
び
北
東
に
進
み
山
梨
県
・
東
京
都
境
界
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
東
に
進
み
浅
間
峠
及
び
熊
倉
山
（
標
高
九
百
六
十
六
メ
ー
ト
ル
）

を
経
て
三
国
峠
に
至
り
、
同
所
か
ら
山
梨
県
・
神
奈
川
県
境
界
線
を
南
西
及
び
南
東
に
進
み
国
道

二
十
号
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
国
道
を
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

千
六
百
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
一
１
　
休
猟
区
の
名
称

鹿
留
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

富
士
吉
田
市
・
南
都
留
郡
西
桂
町
境
界
線
と
国
道
百
三
十
九
号
と
の
接
点
を
起
点
と
し
、
同
所

か
ら
同
国
道
を
東
進
し
県
道
七
百
十
三
号
（
大
野
夏
狩
線
）
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
県

道
を
南
東
に
進
み
県
営
林
道
鹿
留
線
と
の
接
点
（
大
野
橋
西
詰
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
林
道
を

南
、
東
及
び
西
に
進
み
都
留
市
・
南
都
留
郡
忍
野
村
境
界
線
と
の
接
点
（
二
十
曲
峠
）
に
至
り
、

同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
西
に
進
み
杓
子
山
三
角
点
（
標
高
千
五
百
九
十
七
・
六
メ
ー
ト
ル
）
に

至
り
、
同
所
か
ら
都
留
市
・
富
士
吉
田
市
境
界
線
を
北
西
に
進
み
富
士
吉
田
市
・
南
都
留
郡
西
桂

町
境
界
線
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
西
及
び
北
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

二
千
三
百
二
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
二
１
　
休
猟
区
の
名
称

明
見
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

富
士
吉
田
市
下
吉
田
地
内
の
中
央
自
動
車
道
富
士
吉
田
線
と
東
京
電
力
株
式
会
社
天
竜
南
線
送

電
線
と
の
交
点
を
基
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
自
動
車
道
を
北
東
に
進
み
富
士
吉
田
市
・
南
都
留
郡

西
桂
町
境
界
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
南
及
び
東
に
進
み
富
士
吉
田
市
・
都

留
市
・
南
都
留
郡
西
桂
町
境
界
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
富
士
吉
田
市
・
都
留
市
境
界
線
を
南
進
し

杓
子
山
三
角
点
（
標
高
千
五
百
九
十
七
・
六
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
富
士
吉
田
市
・
南

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

七
〇
六



都
留
郡
忍
野
村
境
界
線
を
南
西
に
進
み
東
京
電
力
株
式
会
社
天
竜
南
線
送
電
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
所
か
ら
同
送
電
線
を
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

三
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

十
三
１
　
休
猟
区
の
名
称

忍
野
休
猟
区

２
　
休
猟
区
の
区
域

南
都
留
郡
忍
野
村
忍
草
地
内
の
鳥
居
地
峠
と
富
士
吉
田
市
・
南
都
留
郡
忍
野
村
境
界
線
と
の
接

点
を
起
点
と
し
、
同
所
か
ら
同
境
界
線
を
北
東
に
進
み
杓
子
山
三
角
点
（
標
高
千
五
百
九
十
七
・

六
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
同
所
か
ら
都
留
市
・
南
都
留
郡
忍
野
村
境
界
線
を
南
東
に
進
み
立
ノ
塚

峠
に
至
り
、
同
所
か
ら
忍
野
村
水
呑
地
区
に
至
る
登
山
道
を
南
西
に
進
み
村
道
水
呑
線
と
の
接
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
村
道
を
南
西
に
進
み
子
ノ
神
川
管
理
用
道
路
と
の
接
点
に
至
り
、
同
所
か

ら
同
管
理
用
道
路
を
西
進
し
金
山
橋
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
子
ノ
神
川
右
岸
を
西
進
し
農

免
農
道
幹
線
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同
農
道
を
西
進
し
村
道
鶴
ヶ
池
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
所
か
ら
同
村
道
を
北
進
し
村
営
林
道
明
見
忍
野
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
所
か
ら
同

林
道
を
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る
一
団
地

３
　
存
続
期
間

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４
　
面
積

五
百
三
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

山
梨
県
告
示
第
三
百
四
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
一
般
国
道

二
　
路
　
線
　
名
　
四
一
一
号

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

甲
州
市
塩
山
上
萩
原
字
萩
原
山
四
七
八
三
番
の
一

旧

七
・
七
〜

一
五
五
・
〇

地
先
か
ら

四
〇
・
〇

甲
州
市
塩
山
上
萩
原
字
萩
原
山
四
七
八
三
番
の
一

地
先
ま
で

一
五
・
〇
〜

一
五
五
・
〇

四
〇
・
〇

新

一
六
・
〇
〜

一
五
五
・
〇

四
〇
・
〇

山
梨
県
告
示
第
三
百
四
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
栃
代
常
葉
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

南
巨
摩
郡
身
延
町
杉
山
字
下
川
島
一
四
三
二
番
の

旧

一
〇
・
四
〜

三
六
・
〇

四
地
先
か
ら

三
〇
・
五

南
巨
摩
郡
身
延
町
杉
山
字
下
川
島
一
四
三
二
番
の

四
地
先
ま
で

新

一
〇
・
七
〜

三
六
・
〇

三
一
・
一

山
梨
県
告
示
第
三
百
四
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

七
〇
七



山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
高
下
鰍
沢
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

南
巨
摩
郡
富
士
川
町
高
下
字
北
畑
九
五
〇
番
の
一

旧

四
・
八
〜

八
二
六
・
〇

〇
地
先
か
ら

二
七
・
五

南
巨
摩
郡
富
士
川
町
小
室
字
小
田
沢
一
三
三
二
番

の
二
地
先
ま
で

新

七
・
九
〜

八
二
六
・
〇

三
〇
・
〇

山
梨
県
告
示
第
三
百
四
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
一
般
国
道

二
　
路
　
線
　
名
　
三
〇
〇
号

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

南
巨
摩
郡
身
延
町
中
ノ
倉
字
滝
脇
一
五
一
三
番
の

旧

七
・
八
〜

一
六
七
二
・
〇

二
地
先
か
ら

一
四
八
・
八

南
巨
摩
郡
身
延
町
中
ノ
倉
字
川
平
官
有
無
番
地
先

ま
で

新

七
・
八
〜

一
六
七
二
・
〇

一
四
八
・
八

八
・
二
〜

一
八
一
〇
・
〇

四
八
・
一

山
梨
県
告
示
第
三
百
五
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
一
般
国
道

二
　
路
　
線
　
名
　
四
一
一
号

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

笛
吹
市
一
宮
町
田
中
字
大
町
一
五
七
五
番
の
一
地

旧

一
〇
・
〇
〜

五
六
五
・
〇

先
か
ら

二
二
・
七

笛
吹
市
石
和
町
川
中
島
字
東
道
永
町
一
一
六
八
番

の
一
地
先
ま
で

新

一
一
・
七
〜

五
六
五
・
〇

二
八
・
二

山
梨
県
告
示
第
三
百
五
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
藤
垈
石
和
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

笛
吹
市
八
代
町
増
利
字
東
鎌
田
二
〇
〇
番
の
七
地

旧

一
九
・
三
〜

一
九
〇
・
五

先
か
ら

六
・
七

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

七
〇
八



笛
吹
市
八
代
町
増
利
字
反
田
一
二
五
番
の
一
地
先

ま
で

新

二
三
・
八
〜

一
九
〇
・
五

七
・
四

山
梨
県
告
示
第
三
百
五
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

一
般
国

四
一
一
号

甲
州
市
塩
山
上
萩
原
字
萩
原
山
四
七

一
三
二
・
〇
平
成
二
十
五

道

八
三
番
の
一
地
先
か
ら

年
十
月
三
十

甲
州
市
塩
山
上
萩
原
字
萩
原
山
四
七

一
日

八
三
番
の
一
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
三
百
五
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

遅
沢
静
川
線

南
巨
摩
郡
身
延
町
大
字
中
山
字
前
田

一
二
八
・
〇
平
成
二
十
五

一
一
五
番
の
一
地
先
か
ら

年
十
月
三
十

南
巨
摩
郡
身
延
町
大
字
中
山
字
前
田

一
日

一
一
三
番
の
一
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
三
百
五
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

笛
吹
市
川
三

笛
吹
市
八
代
町
増
利
字
崩
山
一
九
五

一
三
八
・
三
平
成
二
十
五

郷
線

五
番
地
先
か
ら

年
十
月
三
十

笛
吹
市
八
代
町
竹
居
字
大
口
山
五
七

一
日

三
九
番
の
一
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
三
百
五
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
（
峡
北
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日
ま
で

一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

甲
府
精
進
湖

甲
府
市
小
瀬
町
字
北
屋
敷
官
有
無
番

一
八
・
〇
平
成
二
十
五

線

地
先
か
ら

年
十
月
三
十

甲
府
市
小
瀬
町
字
北
屋
敷
三
三
四
番

一
日

の
七
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
三
百
五
十
六
号

平
成
二
十
五
年
山
梨
県
住
生
活
総
合
調
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
の
で
、
山
梨
県
統
計
調
査
条
例

（
平
成
二
十
年
山
梨
県
条
例
第
五
十
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

七
〇
九



平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
調
査
の
名
称

平
成
二
十
五
年
山
梨
県
住
生
活
総
合
調
査

二
　
調
査
の
目
的

こ
の
調
査
は
、
居
住
環
境
を
含
め
た
住
生
活
全
般
に
関
す
る
実
態
及
び
居
住
者
の
意
向
、
満
足
度

等
を
総
合
的
に
調
査
し
、
今
後
の
住
宅
施
策
の
推
進
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

三
　
報
告
を
求
め
る
事
項

１
　
住
宅
及
び
居
住
環
境
の
評
価
に
関
す
る
事
項

２
　
最
近
の
住
み
替
え
・
改
善
に
関
す
る
事
項

３
　
今
後
の
住
み
替
え
・
改
善
に
関
す
る
事
項

４
　
現
住
居
以
外
の
住
宅
に
関
す
る
事
項

５
　
子
育
て
の
環
境
等
に
関
す
る
事
項

６
　
要
介
護
認
定
に
関
す
る
事
項

７
　
世
帯
の
住
居
費
等
に
関
す
る
事
項

四
　
基
準
と
な
る
期
日

平
成
二
十
五
年
十
二
月
一
日

五
　
報
告
を
求
め
る
者

１
　
調
査
地
域

山
梨
県
全
域

２
　
調
査
対
象

総
務
省
統
計
局
が
実
施
す
る
平
成
二
十
五
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
お
け
る
調
査
対
象
と
同
　

一
の
対
象
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
四
千
の
普
通
世
帯

六
　
報
告
を
求
め
る
た
め
に
用
い
る
方
法

自
計
式
調
査
と
し
、
調
査
票
の
配
布
及
び
回
収
は
、
調
査
員
が
調
査
対
象
と
な
る
普
通
世
帯
に
訪

問
し
て
行
う
。

七
　
報
告
を
求
め
る
期
間

平
成
二
十
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
同
月
十
五
日
ま
で

公
　
　
　
告

'

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

条
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、

通
知
の
内
容
を
市
川
三
郷
町
役
場
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
落
居
字
天
神
林
六
八
五

芦
澤
輝
久

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
落
居
字
天
神
林
六
八
三
、
六
八
六
、
芦
澤
喜
博

六
九
三
、
六
九
七
、
六
九
八
、
七
一
〇
、
七
一
五
、
七
一
七
、

七
二
一
か
ら
七
二
四
ま
で

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
楠
甫
字
原
八
八
五

依
田
準
策

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
楠
甫
字
原
八
八
六
の
一

依
田
通
雄

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
楠
甫
字
宮
ノ
前
四
六
九

光
全
院

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
岩
間
字
日
向
山
五
四
三
〇

佐
野
正
武

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
宮
原
字
庫
府
澤
二
四
四
四
の
一
、
二
石
川
常
太
郎

四
四
四
の
四

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
落
居
字
長
シ
戸
三
四
四
三
、
三
四
五
丹
沢
通
子

〇
、
三
四
五
三

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
落
居
字
北
澤
三
一
〇
一
の
一
、
三
一
丹
澤
源
造

〇
一
の
三

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
落
居
字
北
澤
三
一
二
一
、
三
一
二
三
丹
澤
秀
人

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
落
居
字
高
平
三
二
九
八

丹
澤
貞
作

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
宮
原
字
八
幡
澤
二
四
五
六

都
築
邦
太
郎

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

七
一
〇



西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
落
居
字
割
平
四
一
七
九

望
月
ユ
ワ
エ

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
落
居
字
割
平
四
一
六
六

望
月
光
重

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
落
居
字
宮
ノ
下
四
〇
三
三
の
一
か
ら
望
月
秀
晴

四
〇
三
三
の
三
ま
で
、
四
〇
四
〇

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
鴨
狩
津
向
字
音
無
一
五
三
四
、
字
大
望
月
昭
二
、
望
月
忠

平
一
五
三
三
の
一
、
一
五
三
三
の
二

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
鴨
狩
津
向
字
音
無
一
五
二
五
、
一
五
望
月
昭
二

三
七
の
一
、
一
五
三
七
の
二
、
一
五
三
八
の
一
、
一
五
三
八

の
二
、
字
源
氏
曽
利
一
五
六
六
、
一
五
八
四
、
一
五
九
〇
、

一
五
九
一
、
字
御
判
林
一
五
七
七
、
一
五
八
一
、
一
五
八
七
、

字
上
野
一
六
〇
八
か
ら
一
六
一
〇
ま
で
、
字
大
平
一
五
二
九
、

一
五
五
二
、
一
五
五
四
の
一
、
一
五
五
四
の
二
、
一
五
五
九
、

一
五
六
〇
、
一
五
六
一
の
一
、
一
五
六
一
の
二
、
一
五
六
二

の
一
、
一
五
六
二
の
二
、
一
五
六
七
か
ら
一
五
七
二
ま
で
、

一
五
七
四
、
一
五
七
八
か
ら
一
五
八
〇
ま
で
、
一
五
八
三

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
楠
甫
字
北
小
山
三
八
八

望
月
勇
吉

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
落
居
字
網
倉
沢
四
四
二
一

望
月
萬
吉

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
落
居
字
天
神
林
七
〇
一
、
七
〇
四

北
澤
恵

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
鴨
狩
津
向
字
音
無
一
五
三
六

鈴
木
昭
二
郎

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法

１
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

市
川
三
郷
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２
　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

市
川
三
郷
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

四
　
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
予
定
の
告
示

平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
六
日
山
梨
県
告
示
第
三
百
号

'

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

条
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、

通
知
の
内
容
を
市
川
三
郷
町
役
場
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
市
川
大
門
字
大
畑
六
七
五
六

山
口
由
美
子
、
山
口
圭
子

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
黒
沢
字
北
澤
五
七
九
〇
の
一

丸
山
巌

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
黒
沢
字
居
平
五
八
二
二

丸
山
福
子

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
山
保
字
入
道
七
六
九
八
、
七
七
一
〇
桐
林
俊
子

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
山
保
字
海
尻
三
二
八
七

赤
池
よ
志
子

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
黒
沢
字
川
鳥
五
五
三
三
の
一

前
嶋
弥
一

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
山
保
字
和
手
五
四
九
〇
の
一

相
川
省
五

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

七
一
一



（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法

１
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

市
川
三
郷
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２
　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

市
川
三
郷
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

四
　
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
予
定
の
告
示

平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
六
日
山
梨
県
告
示
第
三
百
一
号

'

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

条
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、

通
知
の
内
容
を
南
部
町
役
場
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

南
巨
摩
郡
南
部
町
福
士
字
切
久
保
二
五
二
六
七
（
次
の
図
に
久
保
田
菊
治
郎
、
望
月
幸
治
郎

示
す
部
分
に
限
る
。）

南
巨
摩
郡
南
部
町
万
沢
字
増
野
坂
五
三
七
の
一
、
五
三
八
の
遠
藤
馨

一南
巨
摩
郡
南
部
町
万
沢
字
増
野
坂
五
三
八
の
二

遠
藤
定
雄

南
巨
摩
郡
南
部
町
楮
根
字
雨
東
道
四
五
〇

佐
野
敏

南
巨
摩
郡
南
部
町
福
士
字
池
ノ
山
二
六
三
二
三

若
林
栄
蔵

南
巨
摩
郡
南
部
町
福
士
字
池
ノ
山
二
一
〇
一
四
の
五
（
次
の
仲
亀
儀
一

図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

（一）

立
木
の
伐
採
の
方
法

１
　
次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

南
部
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２
　
そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３
　
主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４
　
間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（二）

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

南
部
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

四
　
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
予
定
の
告
示

平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
六
日
山
梨
県
告
示
第
三
百
二
号

'

争
議
行
為
予
告
通
知
の
受
理

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
山

梨
民
主
医
療
機
関
労
働
組
合
執
行
委
員
長
岩
瀬
千
佳
か
ら
次
の
と
お
り
争
議
行
為
を
行
う
旨
平
成
二
十

五
年
十
月
二
十
三
日
付
け
で
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
事
件

次
の
要
求
事
項
解
決
の
た
め

１
　
医
師
・
看
護
師
・
介
護
職
員
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
・
福
祉
・
介
護
労
働
者
の
大
幅
増
員
。

２
　
生
活
を
守
る
賃
金
と
雇
用
の
確
保
。
大
幅
な
一
時
金
の
獲
得
、「
成
果
主
義
賃
金
」「
業
績
評

価
制
度
」
の
導
入
反
対
。
不
払
い
時
間
外
労
働
の
一
掃
。
下
請
け
・
派
遣
労
働
の
導
入
・
拡
大
反
　

対
。

３
　
長
時
間
・
二
交
代
制
勤
務
反
対
。
夜
勤
交
代
制
労
働
者
の
「
一
日
八
時
間
以
内
、
週
三
十
二
時
　

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
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一
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間
、
勤
務
間
隔
十
二
時
間
以
上
」
勤
務
実
現
。

二
　
日
時

平
成
二
十
五
年
十
一
月
七
日
以
降
、
要
求
解
決
ま
で
必
要
に
応
じ
て
実
施
す
る
。

三
　
場
所

甲
府
市
宝
一
丁
目
九
番
一
号
　
甲
府
共
立
病
院

笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
六
百
二
十
三
番
地
　
石
和
共
立
病
院

南
ア
ル
プ
ス
市
桃
園
三
百
四
十
番
地
　
巨
摩
共
立
病
院

南
ア
ル
プ
ス
市
桃
園
三
百
四
十
番
地
の
一
　
巨
摩
共
立
歯
科
診
療
所

笛
吹
市
御
坂
町
八
千
蔵
五
百
三
十
八
番
地
の
一
　
御
坂
共
立
診
療
所

笛
吹
市
御
坂
町
八
千
蔵
五
百
三
十
五
番
地
の
一
　
御
坂
共
立
歯
科
診
療
所

北
杜
市
武
川
町
牧
原
千
三
百
七
十
一
番
地
　
武
川
診
療
所

北
杜
市
武
川
町
牧
原
千
三
百
七
十
一
番
地
　
武
川
歯
科
診
療
所

甲
府
市
丸
の
内
二
丁
目
九
番
二
十
八
号
　
共
立
歯
科
セ
ン
タ
ー

甲
斐
市
富
竹
新
田
二
百
三
十
一
番
地
の
一
　
竜
王
共
立
診
療
所

甲
府
市
宝
一
丁
目
十
番
五
号
　
甲
府
共
立
診
療
所

南
巨
摩
郡
富
士
川
町
長
澤
二
百
二
十
五
番
地
の
四
　
ま
す
ほ
共
立
診
療
所

甲
府
市
飯
田
三
丁
目
一
番
三
十
五
号
　
共
立
高
等
看
護
学
院

甲
府
市
丸
の
内
二
丁
目
九
番
二
十
八
号
勤
医
共
駅
前
ビ
ル
四
階
　
甲
府
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

す
ず
か
け

甲
府
市
丸
の
内
二
丁
目
九
番
二
十
八
号
勤
医
共
駅
前
ビ
ル
四
階
　
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
す
ず

か
け甲

府
市
丸
の
内
二
丁
目
九
番
二
十
八
号
勤
医
共
駅
前
ビ
ル
四
階
　
共
立
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

南
ア
ル
プ
ス
市
桃
園
三
百
七
十
七
番
地
の
二
　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
ら
ぐ
さ

南
ア
ル
プ
ス
市
桃
園
三
百
七
十
七
番
地
の
二
　
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
ら
ぐ
さ

南
ア
ル
プ
ス
市
桃
園
三
百
七
十
七
番
地
の
二
　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
あ
ら
ぐ
さ

笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
六
百
二
十
三
番
地
　
東
八
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ほ
ほ
え
み

笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
六
百
二
十
三
番
地
　
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ほ
ほ
え
み

笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
六
百
二
十
三
番
地
　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
ほ
ほ
え
み

笛
吹
市
御
坂
町
八
千
蔵
五
百
三
十
八
番
地
の
一
　
御
坂
八
代
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
た
ん
ぽ
ぽ

北
杜
市
武
川
町
牧
原
千
三
百
七
十
一
番
地
　
か
い
こ
ま
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

甲
斐
市
富
竹
新
田
四
百
一
番
地
の
四
　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
す
ら
ぎ

甲
斐
市
富
竹
新
田
四
百
一
番
地
の
四
　
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
す
ら
ぎ

甲
斐
市
富
竹
新
田
四
百
一
番
地
の
一
　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
や
す
ら
ぎ

甲
府
市
丸
の
内
二
丁
目
九
番
二
十
八
号
勤
医
共
駅
前
ビ
ル
四
階
　
甲
府
市
中
央
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

南
ア
ル
プ
ス
市
桃
園
三
百
四
十
番
地
　
巨
摩
共
立
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
い
き
や
り

笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
六
百
二
十
三
番
地
　
通
所
介
護
事
業
所
ふ
れ
あ
い

南
巨
摩
郡
富
士
川
町
長
澤
二
百
二
十
五
番
地
の
四
　
ま
す
ほ
共
立
診
療
所
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ふ
る
さ

と
大
月
市
猿
橋
町
殿
上
五
百
八
十
七
番
地
の
一
　
共
立
診
療
所
さ
る
は
し

大
月
市
猿
橋
町
殿
上
五
百
八
十
七
番
地
の
一
　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
さ
る
は
し

大
月
市
猿
橋
町
殿
上
四
百
二
番
地
の
一
　
共
立
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
の
う
え

甲
府
市
若
松
町
六
番
三
十
五
号
　
共
立
介
護
福
祉
セ
ン
タ
ー
わ
か
ま
つ

南
ア
ル
プ
ス
市
桃
園
三
百
七
十
九
番
地
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
も
そ
の

南
ア
ル
プ
ス
市
桃
園
三
百
七
十
九
番
地
　
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
も
も
そ
の

甲
府
市
宝
一
丁
目
四
番
十
六
号
　
共
立
介
護
福
祉
セ
ン
タ
ー
わ
か
ま
つ
西

以
上
の
病
院
、
診
療
所
及
び
介
護
事
業
所
の
全
部
又
は
一
部
を
取
り
巻
く
地
域
並
び
に
病
院
、
診
　

療
所
及
び
介
護
事
業
所
の
全
部
又
は
一
部
の
構
内
。

四
　
概
要

三
に
掲
げ
る
場
所
に
お
い
て
、
全
体
的
又
は
部
分
的
に
連
続
、
断
続
を
含
む
全
て
の
業
務
の
停
止

を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
形
の
争
議
行
為
と
こ
れ
に
対
す
る
妨
害
排
除
の
一
切
の
争
議
行
為
を
単
独
又

は
併
用
し
て
行
う
。

た
だ
し
、
救
急
患
者
及
び
重
症
患
者
の
た
め
の
保
安
要
員
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
配
置
す

る
。

'

国
土
調
査
の
成
果
の
認
証

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
国
土
調
査
の
成
果
を
認
証
し
た
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

南
部
町

二
　
調
査
を
行
っ
た
時
期

平
成
二
十
三
年
四
月
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三
　
成
果
の
名
称

地
籍
図
及
び
地
籍
簿

四
　
調
査
を
行
っ
た
地
域

南
部
町
万
沢
の
一
部

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
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五
　
認
証
年
月
日

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
三
日

'

換
地
処
分
の
実
施

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
身
延
地
区
（
和
田
工
区
）
の
換
地
処
分
を
平
成
二
十
五
年
十
月
十
八

日
実
施
し
た
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

'

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

中
央
市
下
三
條
字
地
蔵
堂
九
六
九
の
三
及
び
道
の
一
部
の
区
域

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

中
央
市
下
三
條
百
二
十
三
番
地
　
横
内
　
達
也
　
横
内
　
千
春

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
六
十
五
号
　
　
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
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